
令和５年 1月発行 （第177 号）ひのはら社協だより

第 号177
発　　行

東京都西多摩郡檜原村２７１７
☎ （０４２）５９８－００８５

http://hinoharasyakyo.jimdo.com/
E-mail.hinohara-syakyo@helen.ocn.ne.jp
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● ともにささえあい　元気にくらせる　やすらぎの村 ●

⑴

P. ２
P. ３
P. ４
P. ５
P. ６
P. ７
P. ８

●  新年のご挨拶、ホームページについて
●  赤い羽根共同募金等のお礼
●  じどうかんだより
●  地域福祉権利擁護事業のご案内
●  教育支援資金のご案内
●  ゆうあい館布ぞうり作り教室のお知らせ　他
●  Zoom講座のお知らせ　他

社協の運営する各施設は 1 月 4日（水）より通常業務を行います。
なお、やすらぎの湯は 4日（水）は休館日です。

脳トレで脳を活性しよう！！● 目次

答えは３ページに記載してあります

？
？

ハッピーニュ兎（ウサ）イヤー
　全てのことが“卯”まくいきますように！

うさぎ年の年男・年女の皆様

「仕事始め」のお知らせ

空欄に入る共通の漢字は何でしょうか？

雑
↓

↓
学

弱→ →符

軽
↓

↓
器

流→ →油

❶ ❷

小学校５年生 小学校５年生

小学校６年生 小学校６年生ゆうあい館の利用者さん 高齢者デイサービスの利用者さん

小学校５年生
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新年あけましておめでとうございます。
　皆様には、健やかに新春をお迎えのこととお慶び申し上げます。
　旧年中は、檜原村社会福祉協議会の運営に多大なご理解ご協力をいただき、心から御礼を申し
上げます。
　さて、令和４年の前半は新型コロナウイルス感染症の感染者数も激減し、大分収束の兆しが見
えましたが、後半になり、また感染者が増える等、皆様におかれましても気が休まらない日々となっ
たのではないでしょうか。
　そのような中ですが、令和４年４月に当会が法人化してから５０年の節目を迎えることができ
ました。これもひとえに皆様方のご理解ご協力の賜物と心より感謝申し上げます。
　当会では今後も「ともにささえあい 元気にくらせる やすらぎの村」を目標に豊かな地域社会の
実現に向け、役職員一丸となって人と人とのつながりが途切れないよう、また、必要な方に必要
なサービスを提供できるよう事業を進めてまいりますので、皆様には引き続きご支援とご協力を
お願い申し上げます。
　結びに、皆様にとりまして健康で喜びと希望に満ちた良い年になりますよう、心からご祈念を
申し上げ、新年のご挨拶といたします。

新年のご挨拶
社会福祉法人
　檜原村社会福祉協議会

会　長　  数　   馬  　　守

ホームページに掲載する写真を大募集！！
ホームページをリニューアルしました。

　この度、檜原村社会福祉協議会（以下、檜原社協）ではホームページをリニューアルしました。
そこでホームページトップ画面に掲載する風景写真等を下記のとおり募集します。
　応募者本人が金・土・日曜日の間に撮影した写真を、次の月曜日の午前中まで
に送信（持参でも可）してください。掲載期間は月曜日から１週間で、写真の著
作権は、檜原社協に帰属となります。
❶ 募集する写真  
◎檜原村の季節が感じられる風景等の写真（人物が写っている場合は掲載の承諾を得てください。）
　◎横の写真でデジタル画像（合成不可）
❷ 応募方法
◎メールに応募者氏名・連絡先・撮影場所（説明）を記載して、写真を添付してください。
❸ その他 
◎応募した全ての写真が掲載されるわけではありません。結果のご連絡はいたしません。
　◎詳しい内容はホームページをご覧ください。

で

檜原村社会福祉協議会

社協のHP

【応募・お問合せ】　総務担当　☎ ０４２ー５９８ー００８５
E-mail：hinohara-syakyo@helen.ocn.ne.jp
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令和4年度  赤い羽根共同募金の報告とお礼
　１０月１日から３１日までの１ヶ月間、各世帯には、自治会の役員さんを通じてお願いし、また窓
口募金として村内６ヶ所に募金箱の設置を行い、赤い羽根共同募金運動を実施いたしました。
　なお、ご協力いただきました募金は全額東京都共同募金会へ納付させていただきました。
　ご協力、誠にありがとうございました。

■ 自治会別募金額 ■
自治会名
下元郷

上元郷

本　宿

笹　野

柏木野

出　畑

下川乗

上川乗

和　田

47 件

60 件

47 件

22 件

42 件

29 件

33 件

13 件

18 件

9,400 円

12,000 円

9,400 円

4,400 円

8,400 円

5,800 円

6,600 円

2,600 円

3,600 円

件　数 金　　額 自治会名
事　貫

上　平

笛　吹

数馬下

数馬上

茅　倉

千　足

中　里

白　倉

19 件

22 件

14 件

20 件

22 件

8件

27 件

16 件

28 件

3,800 円

4,400 円

2,800 円

4,000 円

4,400 円

1,600 円

5,400 円

3,200 円

5,600 円

件　数 金　　額 自治会名
大　沢

神　戸

宮ヶ谷戸

夏　地

湯久保

小　岩

笹久保

藤　倉

募金箱

合　計

13 件

43 件

42 件

27 件

16 件

38 件

20 件

34 件

6ヶ所

726 件

2,600 円

8,600 円

8,400 円

5,400 円

3,200 円

7,600 円

4,000 円

6,800 円

5,938 円

149,938 円

件　数 金　　額

皆様の心温まるご寄付
ありがとうございました。

歳末たすけあい募金に
ご協力いただき

ありがとうございました。

（令和４年１０月１９日～令和４年１２月１２日　順不同）

【脳トレの答え】　　①　音　　　②　石

氏　　名 金　額

100,000 円

3,000 円

● 寄付金

髙橋  茂男  様（日の出町）

鈴木  保男  様【上元郷】

氏　　名 金　額

593 円

813 円

● 一円玉募金

匿名　【上元郷】

匿名　【白倉】

団　体　名 品名 ・ 数量

タオル 220枚

● 寄付物品

あきる野商工会女性部  様

　昨年も皆よりたくさんの募金をお寄せい
ただきました。
　皆様の温かいお気持ちは、困窮家庭、障
がいをお持ちの方や介護をされている方へ
の見舞金としてお届けしました。また、翌
年度の地域福祉活動費（ひとり暮らしのお
年寄りの方へのおせち料理の配布やふれあ
いサロン事業など）として、檜原村の地域
に根ざした地域福祉推進の財源としても大
切に活用させていただきます。
　詳細につきまし
ては後日改めてご
報告させていただ
きます。



　夏・秋が過ぎてもう冬ですが、1年生から6年
生までとても仲良く過ごしています。もうだい
ぶ子どもたち同士も打ち解けてきていろいろな
子と遊ぶ姿があり、職員たちも微笑ましく見守っ
ています。大きいブロックで様々な建物を作っ
たり、カプラ（積み木のようなもの）で顔を作っ
たり、児童館の遊びを楽しんでくれています。
これからもみんなで楽しく、そして仲良く過ご
せる児童館になるようにしていきたいです。　

新型コロナウイルス感染症基本行動５か条を実施しています
□活動場所や活動場面に応じたメリハリのあるマス
クの着用

□３つの「蜜」を徹底的に回避するため換気の徹底と距離の確保
□正しいタイミングと正しい方法での手洗いを徹底
□消毒の徹底
□健康観察の徹底
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ひのはらむら  じどうかんだより
特別号No.１５ 令和５年１月発行　檜原村やすらぎの里　檜原村児童館

☎ ０４２ー５９８ー１２６１

スペシャル工作≪不思議な貯金箱≫

　11 月 28 日 ( マラソン大会の振
替休日 ) にスペシャル工作として
不思議な貯金箱を作りました。お
金を入れても入っているように見
えない貯金箱に興味津々で、説明
を聞きながら作っていくとこう
なっているのか！と驚き、楽しん
で作っていました。
　様々な模様や絵の描かれた、子
どもたちの個性が貯金箱一つひと
つから溢れているとても可愛い貯
金箱ばかりでした♪「これでお金貯
めよう～」と張り切っていた子ど
もたちです！

こんにちは。檜原村児童館です。児童館での日常の様子やお知らせ等を少しずつ紹介していきます。

＜出来上がった作品を持つ子どもたち＞

子どもたちの様子

＜遊びの様子＞

√

√
√
√
√
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地域福祉権利擁護事業のご案内
ち ふくいき りけん ご ぎょうし よう じ

【お問合せ】　総務担当  ☎ 042ー 598ー 0085

このような“声”に
寄り添う事業を行います！

あ
な
た
の
生
活
の

「
不
安
」や
「
心
配
」

ひ
と
り
で
悩
ま
ず

ご
相
談
く
だ
さ
い

最近、物忘れや不安なことが増えてきたなぁ。
でもずっと住んできたこの場所で
これからも暮らし続けたいなぁ…。

年寄りに送る書類なのに、なんでこんなに
字ばっかり。
手続きが必要かどうかわからない。
誰か教えてくれないかなぁ…。

ひとり暮らししている母親が心配だけど、
仕事もあってなかなか様子を見にいけない。
母親の福祉サービスの相談に
誰かのってくれないかなぁ…。

払わないといけないお金があるのに
うまくお金のやりくりができない。
誰か手伝ってくれないかしら…。

地域福祉権利擁護事業とは…
　認知症の高齢者や知的障がい者、精神障がい者など判断能力が不十分な方々が、地域でできる限り
自立した生活を送れるよう、福祉サービスの利用援助やそれに伴う日常的な金銭管理などを行うもの
です。
※相談や支援計画の作成は無料です。利用契約締結後の援助は有料になります。
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学資の備え大丈夫？

進学を
応援します！

生活福祉資金

教育支援資金

「教育支援資金」は生活福祉資金の中の一資金です。資金を貸付することに
より、進学や修学の継続を支援し、世帯の将来的な自立につなげることを目的としていま
す。修学中から卒業後に就職して返済を終えるまで、継続的に相談支援する制度です。

貸付対象となる世帯
●世帯の収入が下記の収入基準を超えない世帯　※2022 年度収入基準（平均月収）

まずはお電話でお問合わせください。
【お問合せ】　総務担当　☎ 042－598－0085

教育支援資金の種類
●教育支援費　授業料や通学費、教科書代など就学するために必要な費用
●就学支度費　学校に入学する際に必要な入学金（入学時のみ対象）

●日常生活には困っていないが、修学のためにまとまった資金を必要としていること
●世帯の収入により、学校卒業まで生計維持が可能な状況であること
●東京都内にお住いの世帯であり、住民票の住所と現住所が一致していること
●社会福祉協議会が債権者である貸付制度の連帯保証人及びその世帯員ではないこと
●暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律第 2条第 6号に規定する暴力団員であるものが
　属する世帯ではないこと

世帯人員
低所得世帯

資金の種類 貸付限度額 貸付利子償還期間据置期間

教育支援費

高等学校

高等専門学校

短期大学・専修学校

大　　学

月額 ３５,０００円以内

月額 ６０,０００円以内

月額 ６５,０００円以内

無利子

据置期間

経過後

14 年以内

卒業後

６ヵ月

以　内

就学支援費 ５００,０００円以内

２人

２７２,０００円

３人

３３５,０００円

４人

３８５,０００円

５人

４２５,０００円

※教育支援資金より優先する制度を利用していただいた上で、他制度では対応しきれない不足
分を貸付します。
※原則として、修学する本人が資金の借受人になり、世帯の生計中心者が連帯借受人となって
資金の貸付を行います。
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応急援護資金のご案内
所得の少ない世帯等に日常生活上一時的に必要な資金の貸付を行い、生活の安定を支援します。

●貸付対象者 檜原村の住民基本台帳に登載してある世帯主であり、返済（償還）の見通しが立つ方
●貸付限度額　５万円以内（特別の事由の場合は８万円以内）
●貸付の利子　無利子
●償還の方法　貸付後の翌月から据置期間３ヶ月を含み９か月以内

※連帯保証人（村内に居住する者）が原則必要です。
※貸付の決定には地区担当民生委員の意見を求めます。

【お問合せ】
総務担当　☎ 042-598-0085

●日　　時　火曜日または水曜日　午後 1時～ 3時まで

　　　　　　＊お申し込み時に希望日をご相談ください。
　　　　　　　行事等の関係でご希望に添えない場合があります。

●場　　所　福祉作業所　ゆうあい館（やすらぎの里）

●対　　象　檜原村在住・在勤の方

●内　　容　布ぞうり作り

●参 加 費　女性サイズ 600 円　男性サイズ 800 円　

●募集人数　各日とも 2 名　　　　　　　　　　　　　　　

●そ の 他　準備の都合上、ご希望の2週間前までにお申込み

　　　　　　ください。

ゆうあい館からのお知らせ

▲布ぞうり生地

▲完成品

▲浴衣の布裂き作業

布ぞうり作り教室　参加者募集！！

以前から皆様にお願いしていました、浴衣の寄付ですが、

たくさんの方々から頂くことができました。ありがとうござい

ました。しかし、頂いたものは全て布ぞうり作りの材料となり、

浴衣の在庫がほとんどありません。お家のタンスに眠っている

浴衣や反物がありましたら、ご寄付をお願いいたします。

浴衣を集めています

【お申込み・お問合せ】

ゆうあい館　☎ 042-598-1262
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【お問合せ】 介護サービス担当 ☎042－598－0085

訪問型サービスＤ事業のご案内

ボランティアセンターだより

　檜原村社会福祉協議会では、新たな介護予防サービス事業として、訪問型サービスＤ事業を開始い
たしました。
　この事業は、高齢者が住み慣れた地域で、生活に必要な通院や買い物等の外出時に、介助や移動が
必要な方を支援することを目的とする生活支援サービスです。

　新型コロナウィルス感染症の影響により、オンラインによる話し相手ボランティアや会議が必
要となってきています。しかし、日頃パソコンを使用する機会が少ない方やスマホに慣れていな
い方には、操作方法が分からず、参加のハードルが高いのが現状です。
　この講座ではオンラインツールとして使用されている Zoom の基本的な使い方を学びます。
ご興味のある方や「これから活用したい !!」といった方、ぜひご参加ください（職員が対応する
ため、簡単な初心者向けの内容となります）。
♦日　時　令和５年２月８日（水）午後２時～４時／２月１２日（日）午後２時～４時
♦会　場　やすらぎの里　ふれあい館３階　相談室
♦対象者　村内在住の方（Zoomを使ったことがない方）
♦申込み 電話・メール 又は 直接、社会福祉協議会窓口でお申込みください(土・日・祝日除く8:30 ～ 17:15)
♦受付日 令和５年１月４日（水）～１月２７日（金）
♦持ち物　お持ちのスマートフォン・タブレット・ノート

パソコンのいずれか （無い方にはパソコンをお
貸しします）と筆記用具

♦参加費　無料（Wi-Fi に接続して行いますが、Wi-Fi に接
続できない場合、インターネットに接続する費
用（パケット通信料）は各自の負担となります）。

❶対 象 者 要介護認定で、要支援１、要支援２又は事業対象者の認定を受けている方
　　　　　　（要介護１～要介護５の方は、対象外です。）

❷利用内容　生活支援のための、通院や買い物等と一体的に行われる移動支援
❸利用費用　移動にかかる実費（ガソリン代、駐車料金等）
❹そ の 他　利用についての詳細は、ご本人、ご家族、担当介護支援

専門員と調整の上で決定し、介護予防・生活支援サービ
ス計画に基づき、サービスを提供します（申請月の翌月
よりの利用が目安となります）。　

どのような人が利用できるの？

Zoomの使い方講座  ～初心者向け～
好きな仲間とお話ができるようになります

各日とも
先着 3名

【お申込み・お問合せ】

総務担当

（檜原村ボランティアセンター）

☎042－598－0085


